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『経済セミナー』2007 年 1 月号は、経済財
政諮問会議の新旧の民間議員である吉川洋東京
大学教授と伊藤隆敏東京大学教授の対談を掲載
している。そのなかで、経済財政諮問会議の性
格は担当大臣というよりも総理大臣のリーダー
シップで大きく変わるものであり、日本経済の
舵取りにかかる大きな政策方針について、積み
上げでなく大胆な意見展開が可能な場である、
という意味のことを吉川教授が述べている点は
興味深い。また両教授ともに、経済学の訓練を
受けた目線で、具体的で込み入った課題に対し
て経済学的に筋の通った論理を展開する必要性
を強調し、経済財政諮問会議が果たしてきた役
割を評価している。
 
 
 
 
 
 
 
 
